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樟美会の皆様、こんにちは。今年度よ

り学校長に就任しました谷山です。「何

と読むのですか？」とよく聞かれる「全」

は「あきら」と読みます。私事になりますが、１歳の誕

生日を迎える前に子どもを亡くした両親が、２年後に生

まれてきた私に「人生を全うしてほしい」と願いを込め

て付けた名前です。私は大阪暁光ひと筋で３５年間やっ

てまいりました。常に生徒に寄り添い、生徒を大切にし

ようと教育活動をおこなってきたこの学校を心から愛

しています。そして、教員生活をここで全うしたいと思

っています。 
イジメ問題が毎日のようにニュースになっています。

今、学校でたくさんの子どもたちが傷つき、自分を好き

になれずにいます。生きづらい社会の中で、矛盾を背負

い必死に学校に通っている人もいます。今ほど教師に子

どもの声を聴く力が問われている時代はないのではな

いでしょうか。校名は変わりましたが、これからも学校

の主人公である生徒一人ひとりを大切にし、生徒の思い

をしっかり受け止め寄り添える「千代田の教育」を受け

継いでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いしま

す。 
さて、６月１５日に弘法大師の生誕祭である「青葉ま

つり」をおこないました。ご存知のように本校は、とな

りのお寺「盛松寺」によって、１９５０年に創設されま

した。戦争が終わってまだ５年、各地に戦争の傷跡が残

っていた時代に、「教育を広く庶民に」という弘法大師の

精神に基づいて作られたのが本校です。戦後の新しい女

子教育を目指し、大阪で一番小さい高校として出発しま

した。それから６９年、大阪暁光高校は女子教育ではな

く、日本国憲法の男女平等の教育を何よりも大切にする

学校になっています。最近ではＬＧＢＴなど少数者が自

分らしく生きることができる共生社会の実現を目指し

て実践しています。平和と人権教育に力を入れていると

ころは以前のままです。 
みなさん、母校に遊びに来てください。こころよりお

待ちしています。

 
  

        

「一人一人点呼され 返事をし 一

本のろうそくの明りのもとで 真白な

帽子を おごそかに戴帽し 新しいろうそくに 次々に

火が移され 暖かく燃える光」「ひとり、またひとり 誓

いの場所に 歩み続けていく」「白衣がほんとうに白より

白く まぶしく光っています」 
灯りが消えた体育館での戴帽式に身を置いていた。ず

い分前に読んだ岩手県盛岡市在住の７６歳になる詩人・

森 三紗（もり みさ）さんの詩「生命の輝くとき Ⅰ戴帽

式に参列して」の一節を思い出していた。２０１８年の大

阪暁光高等学校看護科の戴帽式では、２年生７０人が看

護の道の第一歩を本格的に踏み出した。森さんの詩はこ

う結ばれている。 
「学び苦しみ耐え努めてきた過去が 今こそ報われ」

「今日のろうそくとなり また明日を照らす」「いつまで

も いつまでも 消えない光 私たちの不幸を なぐさ

め励す 愛の光 奉仕の光 私たちの希望と誠実と喜び 

失なってはならない誇りの光」「永遠に輝く 真実の生命

を 今日 見たのです」  
私は、大阪暁光高等学校看護専攻科で社会学を担当、自

分では「いのちの授業」と呼んでいる。３９年間、新聞記

者をしたあと、大阪南部にある大学で１０年余り、若者た

ちと「学びの旅」を続けていた。そのあと、看護専攻科で

１年、２年と看護師を志す学生と向き合ううちに、気づき、

驚いたことがある。医療機関で実習を終えて戻ってきた

学生たちの瞳の輝きが違っていた。「看護師の目」だ。重

い病やけがで苦しみ、ふさぎ込んでいる患者に寄り添う。

患者・家族の希望に耳を傾ける。一人ひとりのかけがえの

ない生と死に寄せる思い…、医療スタッフや患者ととも

にした日々の貴重な体験。臨地実習の場は自分の生き方、

考え方をみつめ直す大事な場所なのだ。 
３月の看護専攻科の修了式は、看護師としても、人間と

しても自分の足で立ち、歩みはじめる船出のときだ。思い

悩むときも、逆境のときもひたすら走りつづけ、自分が受

けとりたいやさしさを施す看護師として生き抜いていく、

「新しい明日」に踏み出していった。 
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